
なぜ揖斐川町職員になったのですか？

揖斐川町に恩返しをしたいと思ったから

です。進学で県外に出ましたが、他市町

村との違いを知ることで揖斐川町の良

さに気づきました。

いざ就職を考えたときに、住み慣れた町

に戻り、恩返しをすることが一番魅力的

なのではないかと思い、Ｕターン就職を

しました。

現在はどんな仕事をしていますか？

商工観光課に所属し、観光イベントの企画・運営や、施設の維持管理を担当しています。大

きなイベントでいえば8月の「いびがわの祭り ありがとう花火」について、計画から準備、

当日の運営等を行います。

また観光施設については、道の駅やいび川温泉などの町内の観光施設を、快適にそして安

全に利用していただけるように管理を行っています。

仕事で心がけていることは何ですか？

窓口や電話での対応の際には、なるべく

＋αの情報を提供できるように心がけて

います。役場の仕事は形式的だと思われ

がちですが、実際はある意味サービス業

であり、いかに住民の方々や来町者に満

足していただけるかということが重要だ

と思います。

他市町との交流によって新たな刺激を

受けることができます。私は昨年度、友

好都市である北海道芽室町で1年間働

かせていただきました。不安もありま

したが、知識が増え、人脈も広がり、改

めて揖斐川町の良さに気づくこともで

きました。この経験が今年の仕事への

モチベーションに繋がっています。芽室

町との交流がさらに活発になるように

積極的に取り組めていますし、業務改

善にも役立っています。

大変だと感じるのは
どんなときですか？

やりがいを感じるのは
どんなときですか？

イベントを行う際には、各機関との事前

調整や当日の運営において、常にス

ピード感が求められます。通常業務を

行いながらの調整は大変ですが、終

わったときの達成感は大きく、その後

のやる気にもつながるため、全力で取

り組んでいます。

現在の職場の雰囲気はどうですか?

現在の職場も含め、今までに職場の雰

囲気に関して不満を感じたことは一度

もありません。何でも相談できる上司や、

プライベートでも仲良くしてくれる同僚

のおかげで、毎日笑いが堪えません。仕

事をする中で、一番大切な要素とも言え

るのが人間関係かと思いますが、この点

においては今後もなんの心配もなく取

り組めそうです。

これから揖斐川町を受験される方へ、
メッセージをお願いします！

やりたいと思ったことが実現できる職場

です。たくさんの刺激を受け、楽しみなが

ら成長できます。

困ったことがあれば何でも相談していく

ださい。一緒に働くことを楽しみにしてま

す！！

職員インタビュー vol.1

▲初めての経験ばかりで充実した1年を過ごすことが

できました！

▲ 揖斐川町の特産品を県内外で販売し、町の良さを

PRする機会が多くあります！

経歴
平成29年 4月 入庁

住民生活課

平成31年 4月 健康福祉課

令和3年 4月 友好都市へ人事交流派遣

(北海道芽室町)

令和4年 4月 商工観光課

令和６年 ４月 税務課

現在に至る

髙田 ありさ
令和５年度当時 商工観光課



いつから、どのぐらい育児休暇(以後、「育休」)を取得しましたか？

１２月中旬ごろから１月中旬ごろまで、約１か月間取得しました。

昨今、子育てや男性の育休取得に関する

話題が取り上げられる中、私自身も子育

てについて学ぶいいチャンスだと思い取

得しました。子どもが生まれたのは10月

ですがちょうど繁忙期であったため、育

児への参加があまりできませんでした。

妻のサポートが1番必要なタイミングは逃

してしまったものの、家族に寄り添う時間

を作りたいということで取得に踏み切り

ました。

育休中の仕事はどうしましたか？
取りづらさや言いづらさは
なかったですか？

その業務の担当経験がある課員の方

にお願いし、フォローをしていただきま

した。

育休中はどうでしたか？

育児休暇取得という話題と同時に、

「取るだけ育休」というワードもあるく

らいでしたので、それだけにはならない

ように妻と相談し、役割を分担制にて

育児を行いました。

育休中に印象に残っていることは？

課員の方のサポートがありましたので

特に大きな心配はありませんでしたが、

育休終了後に自分が担当している行事

があったので、それに対する準備は大

丈夫かという少しの心配はありました。

育休を取得したきっかけは何ですか？

特にありませんでした。上司や課員の方

に育休取得の希望を伝えた際に「ぜひ

取得してください」という声をかけてい

ただけました。

たった１ヶ月ですが、子どもができる

ようになることはたくさんあります。

それに寄り添って成長を確かめること

ができたことは、とても印象に残って

います。

育休中、仕事に対する
心配はなかったですか？

仕事にはスムーズに
復帰できましたか？

感覚は少し鈍っていましたが、わりとス

ムーズに復帰できました。

2～3日で通常のペースに戻すことが

できました。

これから育休を取りたいと思っている方へ、メッセージをお願いします！

育休を取りたいと思っても、なかなか勇気が出ないか思います。ですが、育休は子ど

もを育てる親に付与される当然の権利だと世の中の考え方が変わってきています。

まずは話しやすい上司や総務課へ、自分の思いを話すことから始めてみてください。

また、育児に携わることで子育てに対する自分の考え方もポジティブに変わっていき

ます。ぜひ取得を目指し、子どもとの時間を大切にしてください。
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小寺 悠太
令和５年度当時 社会教育課

▲育休期間が終わってからも積極的に育児に

参加しています！

ワークライフバランスの
実現が目指せる職場です！

経歴
平成28年 ４月 入庁

スポーツ振興課（当時）

平成31年 ４月 観光文化戦略課(当時)

令和 ３年 ４月 社会教育課

現在に至る


